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水
　
原
　
寿
　
里

　
一
、
は
じ
め
に

　
言
語
と
文
化
は
深
い
関
連
が
あ
る
。
言
語
は
文
化
の
形
の
一
つ
で
あ
り
、
符
号
象
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
文
化
は
言
語
の
軌
道
で
あ
る
。

ま
る
で
家
族
の
家
譜
・
家
系
・
家
柄
・
親
子
の
相
互
関
係
で
あ
る
。
文
化
を
表
現
す
る
に
は
必
ず
し
も
言
語
だ
け
に
た
よ
る
の
で
は
な
い
。

文
化
を
表
現
す
る
か
た
ち
と
し
て
、
他
に
音
楽
や
絵
画
や
彫
刻
や
舞
踊
や
建
築
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
あ
る
。
言
語
も
単
に
文
化
の
形

で
存
在
し
て
い
る
。
言
語
と
は
一
つ
の
民
族
に
お
け
る
歴
代
の
知
恵
の
積
み
重
ね
で
あ
る
。
ま
た
言
語
は
、
そ
の
民
族
に
お
け
る
長
期
間

に
渡
る
創
造
的
な
活
動
の
成
果
の
一
部
分
で
あ
る
。
即
ち
、
文
化
の
結
晶
体
と
も
言
え
る
。
言
語
は
知
恵
の
宝
庫
で
あ
り
、
一
民
族
の
精

神
的
な
財
産
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
言
語
も
文
化
現
象
の
一
つ
で
あ
る
。
異
な
る
民
族
の
言
語
に
は
異
な
る
民
族
の
特
定
的
な
文
化
酒
養

の
内
容
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
と
わ
ざ
に
「
十
里
不
同
風
　
百
里
不
同
俗
」
の
表
現
が
あ
る
よ
う
に
地
域
や
場
所
が
変
わ
れ
ば
、
風
俗

習
慣
も
異
な
る
。
日
本
語
に
も
「
所
変
わ
れ
ば
品
変
わ
る
」
の
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。
英
語
に
も
「
Q
っ
。
ヨ
碧
矯
o
o
旨
巳
。
ω
．
ω
o
鷹
匠
塁
2
甲

8
ヨ
ω
」
が
あ
る
。
こ
と
ば
は
、
自
然
環
境
、
生
産
労
働
、
生
活
習
俗
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
言
語
学
習
者
は
言
語
と
文

化
の
関
係
を
重
要
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
か
で
も
　
“
数
”
は
古
代
中
国
人
の
世
界
観
に
お
い
て
、
と
て
も
重
要
な
部
分
で
あ
る
。

中
国
古
代
の
哲
学
者
た
ち
の
学
説
・
理
論
展
開
に
お
い
て
、
“
数
”
の
使
用
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
『
易
経
』
に
も
「
数
」
を
使
う
言
葉
が
た



　
　
く
さ
ん
あ
る
。
中
国
古
代
の
甲
骨
文
、
金
文
、
竹
簡
、
木
簡
に
も
、
「
数
」
の
こ
と
ば
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
『
庫
方
二
氏
蔵
甲
骨
卜
辞
』
の

㎜
記
載
に
「
婦
好
三
千
へ
旅
芳
へ
共
一
万
三
千
へ
」
（
婦
女
子
三
千
へ
旅
人
竺
万
へ
合
わ
せ
て
一
万
三
千
へ
）
と
あ
ゑ
こ

　
　
の
記
録
の
よ
う
に
、
商
代
の
甲
骨
文
に
見
ら
れ
た
数
は
一
万
と
か
三
千
と
か
で
あ
る
。

　
　
　
日
本
人
の
野
球
選
手
た
ち
は
背
番
号
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
と
て
も
強
い
。
例
え
ば
長
嶋
監
督
の
背
番
号
は
3
番
で
、
野
球
フ
ァ
ン
は
、

　
　
そ
の
「
3
番
」
の
魅
力
・
魔
力
に
魅
せ
ら
れ
、
長
嶋
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
。
ま
た
、
偶
像
化
し
、
歓
喜
す
る
。
王
貞
治
監
督
の
背
番
号
1

　
　
番
は
、
野
球
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
、
輝
か
し
い
番
号
で
、
「
1
番
目
と
言
っ
た
ら
、
王
監
督
の
栄
光
が
思
い
浮
か
ぶ
。
ま
た
、
松
井
選
手
は

　
　
5
5
番
を
使
っ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
大
リ
ー
グ
の
チ
ー
ム
に
入
っ
た
が
、
そ
の
「
5
5
番
」
か
ら
「
ゴ
ジ
ラ
」
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
に
な
り
、

　
　
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。
有
名
な
ス
ポ
ー
ツ
選
手
た
ち
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
的
象
徴
的
な
背
番
号
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
　
日
本
人
は
奇
数
の
一
、
三
、
五
、
七
を
好
み
、
冠
婚
葬
祭
に
際
し
て
の
ご
祝
儀
或
い
は
御
香
典
の
袋
に
包
む
お
札
の
枚
数
は
奇
数
で
あ

　
　
る
。
中
国
人
は
偶
数
の
二
、
四
、
六
、
八
を
好
み
、
冠
婚
葬
祭
に
包
む
お
札
の
枚
数
は
偶
数
で
あ
る
。
各
国
の
歴
史
文
化
の
伝
承
の
違
い
、

　
　
民
族
文
化
の
発
展
に
よ
り
、
言
語
の
用
法
用
例
に
お
け
る
言
葉
の
縁
起
と
禁
忌
も
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
表
現
さ
れ
る
。
使
い
方
を
間
違

　
　
え
た
ら
、
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
中
国
に
お
い
て
は
、
古
代
の
易
経
の
占
い
に
神
秘
的
な
八
卦
を
用
い
、
天
文
観
測
や
天
象
予
測
な
ど
を

　
　
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
“
術
数
”
或
い
は
“
数
術
”
と
称
す
る
。
ま
た
数
詞
の
発
音
に
よ
り
縁
起
を
か
つ
ぐ
言
葉
に
な
り
、
吉
兆
を
表
す
。
数

　
　
字
の
八
の
書
き
方
が
下
の
部
分
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
末
永
く
大
き
く
な
る
意
味
を
表
わ
す
な
ど
、
数
字
に
は
深
い
意
味
が
あ

　
　
る
。
ま
た
、
広
東
省
の
商
売
上
手
な
人
た
ち
か
ら
見
て
「
八
」
の
発
音
の
．
「
げ
巴
（
興
語
音
で
は
冨
潔
ω
ω
）
が
財
産
が
増
え
る
と
い
う

　
　
「
登
」
の
「
貯
」
の
発
音
に
似
て
い
る
（
す
な
わ
ち
再
語
音
で
も
畳
韻
で
入
声
韻
）
こ
と
で
、
縁
起
の
い
い
数
字
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　
　
数
字
の
表
面
的
に
表
れ
る
意
味
と
そ
の
深
層
に
あ
る
内
容
が
、
そ
の
言
葉
に
関
わ
る
文
化
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。
数
・
数
字
・
数
詞
な

　
　
ど
の
異
な
る
言
い
方
が
あ
る
が
、
す
べ
て
言
語
文
化
の
中
の
重
要
な
存
在
で
あ
り
、
言
語
の
中
の
数
詞
の
使
い
方
に
よ
り
一
層
そ
の
言
語

　
　
使
用
者
の
考
え
方
や
人
生
観
や
哲
学
思
想
の
表
現
が
は
っ
き
り
す
る
。
す
な
わ
ち
、
数
詞
が
文
化
に
お
け
る
応
用
性
に
よ
り
、
文
学
か
ら
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芸
術
、
歴
史
、
哲
学
、
心
理
、
社
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
方
言
、
風
土
、
習
慣
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
、
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　
中
国
古
代
の
道
教
創
始
者
老
子
は
数
を
も
っ
て
宇
宙
の
根
源
を
追
求
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
老
子
』
「
道
徳
経
」
に
、
「
道
生
一
、
一

生
二
、
二
生
三
、
三
生
万
物
」
（
道
は
一
を
生
じ
、
一
は
二
を
生
じ
、
二
は
三
を
生
じ
、
三
は
万
物
を
生
ず
と
い
う
意
。
）
と
い
う
言
葉
が

あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
先
ず
、
数
詞
「
○
」
及
び
コ
」
に
つ
い
て
、
考
察
す
る
。
「
二
」
以
後
の
数
詞
に
つ
い
て
は
改
め
て
考
察
を
進
め
る
予

定
で
あ
る
。

　
二
、
中
国
語
の
数
詞
の
発
生
と
数
詞
に
お
け
る
広
義
と
狭
義
の
両
面
か
ら
見
た
違
い

　
ニ
ー
一
、
数
詞
の
表
現

　
中
国
語
の
数
詞
の
表
現
に
は
、
「
小
篇
」
と
「
大
篇
」
が
あ
り
、
「
大
島
」
は
、
日
本
語
と
同
じ
で
、
証
書
の
記
述
な
ど
に
用
い
ら
れ
て

　
ハ
し
け

い
る
。
　
「
小
篤
」
は
、
「
○
、
一
、
二
、
三
、
四
、
五
、
六
、
七
、
八
、
九
」
な
ど
が
あ
る
。
「
大
沼
」
は
、
「
壱
、
武
、
参
、
騨
、
伍
、

隊
、
柴
、
捌
、
玖
」
な
ど
が
あ
る
。

　
「
二
」
は
、
場
合
に
よ
っ
て
、
「
二
」
で
は
な
く
「
丙
」
を
使
う
。

　
例
：
丙
千
（
二
千
）
、
立
面
（
二
万
）
、
丙
点
（
二
時
）
、
丙
全
軍
期
（
二
週
間
）
、
丙
本
需
（
二
冊
の
本
）
。

　
一
一
－
二
、
数
詞
の
体
系

数
詞
の
体
系
は
、
日
本
語
の
漢
数
字
と
概
ね
同
じ
で
、
百
の
位
以
上
の
数
に
関
し
て
は
、

（一

j
一
8
、
一
噸
8
0
、
一
9
§
…
の
先
頭
の
一
（
一
）
は
省
略
し
な
い
。

例
：
一
百
、
一
千
、
一
万
、
…
。

次
の
よ
う
に
日
本
語
と
は
異
な
る
。
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な
お
、
一
〇
は
、
数
字
の
途
中
に
あ
る
場
合
の
み
一
（
一
）
を
つ
け
る
。

　
例
：
一
百
一
十
一
（
一
一
一
）
。

（
二
）
途
中
の
0
が
あ
る
数
は
、
○
ま
た
は
零
を
補
う
。
　
（
ゼ
ロ
が
連
続
す
る
場
合
も
零
は
」
つ
の
み
補
う
）
。

　
例
：
一
百
零
一
（
δ
一
）
、
一
千
零
一
（
ド
8
一
）

（
三
）
0
で
終
わ
る
数
は
、
最
後
の
単
位
を
省
略
で
き
る
。

　
例
：
一
百
一
［
十
］
（
二
〇
）

　
　
た
だ
し
、
途
中
に
0
が
あ
る
場
合
は
、
省
略
で
き
な
い
。

　
例
：
一
千
零
一
十
（
一
b
一
〇
）

　
　
三
桁
ご
と
の
位
取
り
に
は
「
」
を
、
小
数
点
に
は
［
」
を
使
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　

　
二
一
三
、
数
詞
に
関
連
す
る
用
語
例

　
通
常
は
、
漢
数
字
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
が
用
い
ら
れ
る
。

　
序
数
の
表
現
方
法
に
は
、
助
数
詞
（
個
、
枝
、
把
な
ど
の
、
数
を
表
す
語
に
付
け
る
接
尾
語
）
が
多
く
、
日
本
語
と
同
じ
よ
う
な
特
徴

が
あ
る
。

　
ニ
ー
四
、
漢
数
字

　
漢
数
字
と
は
数
を
表
記
す
る
の
に
使
わ
れ
る
漢
字
で
、
十
進
法
の
数
詞
及
び
位
取
り
記
数
法
で
用
い
る
。
前
者
は
漢
字
文
化
圏
内
で
相

違
が
あ
る
。

　
漢
数
字
に
は
零
か
ら
九
を
表
す
数
字
、
一
〇
の
罧
を
表
す
位
の
字
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
複
合
字
が
あ
る
。
複
合
字
は
現
在
で
は
使
わ
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れ
て
い
な
い
。

　
以
下
に
漢
数
字
を
示
す
。
こ
れ
ら
の
字
は
○
（
零
）

　
た
だ
し
、
四
と
万
は
字
形
が
変
わ
っ
て
い
る
。

を
除
き
、
甲
骨
文
字
の
時
か
ら
使
わ
れ
て
お
り
、
意
味
に
は
変
化
は
な
い
。

　
三
、
日
本
の
数
詞

　
三
－
一
、
和
語
の
数
詞
表
現

　
日
本
語
の
数
詞
に
は
、
原
日
本
語
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
固
有
の
和
語
の
数
詞
（
ひ
と
つ
、
ふ
た
つ
、
み
っ
つ
、
…
）
と
、

漢
字
と
と
も
に
中
国
か
ら
持
ち
込
ま
れ
日
本
語
化
し
た
漢
語
の
数
詞
（
い
ち
、
に
、
さ
ん
、
…
）
の
二
つ
の
系
列
の
数
詞
が
併
用
さ
れ
て

い
る
。

　
た
だ
し
、
現
代
日
本
語
で
和
語
の
数
詞
が
普
通
に
用
い
ら
れ
る
の
は
「
ひ
と
つ
」
（
一
）
か
ら
「
と
お
」
（
十
）
ま
で
に
限
ら
れ
、
数
と

し
て
は
「
は
た
ち
」
（
二
十
）
が
年
齢
に
つ
い
て
専
ら
用
い
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
本
来
は
数
（
あ
る
い
は
個
数
）
を
表
わ
し
た
「
み
そ

じ
」
（
三
十
）
、
「
よ
そ
じ
」
（
四
十
）
な
ど
に
は
「
三
十
路
」
、
「
四
十
路
」
と
い
う
漢
字
が
当
て
ら
れ
、
「
じ
（
ぢ
）
」
が
年
齢
を
表
す
助
数

詞
（
単
位
）
で
あ
る
「
歳
」
ま
た
は
「
歳
代
」
を
意
味
す
る
接
尾
辞
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
「
は
っ
か
」
（
廿
日
）
、

「
み
そ
か
」
（
三
十
日
）
の
よ
う
な
形
（
カ
は
、
複
数
の
ヒ
〔
日
〕
を
あ
ら
わ
す
）
、
さ
ら
に
は
、
「
い
す
ず
」
（
五
十
鈴
、
「
い
」
が
五
〇
と

い
う
意
味
の
数
詞
）
、
「
ち
と
せ
」
（
千
年
、
千
歳
、
「
ち
」
は
一
〇
〇
〇
の
意
味
）
な
ど
の
形
で
、
多
く
は
固
有
名
詞
の
中
で
痕
跡
的
に
用

い
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
「
ひ
と
つ
」
か
ら
「
と
お
」
ま
で
の
和
語
の
数
詞
の
な
か
に
は
、
母
音
交
替
に
よ
り
二
倍
を
示
す
も
の
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
ヒ
（
一
）
ー
フ
（
二
）
の
対
、
ミ
（
三
）
ー
ム
（
六
）
の
対
、
ヨ
（
四
）
ー
ヤ
（
八
）
の
対
で
あ
る
。
イ
ツ
（
五
）
ー

ト
（
十
）
を
加
え
る
こ
と
も
あ
る
。
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三
一
二
、
和
語
数
詞
の
体
系

　
本
来
、
和
語
の
数
詞
で
数
そ
の
も
の
の
概
念
を
表
わ
し
て
い
る
の
は
「
ひ
と
、
ふ
た
、
み
、
よ
、
…
」
の
部
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
こ
の
部
分
が
単
独
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
数
ま
た
は
個
数
を
表
わ
す
場
合
に
は
「
1
つ
」
な
ど
の
接
尾
辞
を

伴
っ
て
、
「
ひ
と
つ
、
ふ
た
つ
、
み
つ
（
み
っ
つ
）
、
よ
つ
（
よ
っ
つ
）
、
…
」
と
い
う
形
で
用
い
ら
れ
る
か
、
具
体
的
な
接
尾
辞
ま
た
は

助
数
詞
を
伴
っ
て
、
「
ひ
と
り
、
ふ
た
り
、
み
た
り
（
み
っ
た
り
）
、
よ
た
り
（
よ
っ
た
り
）
、
…
」
、
「
ひ
と
も
と
（
一
本
目
」
、
「
ふ
た
ま
た

（
二
又
）
」
、
「
み
と
せ
（
三
年
）
」
、
「
よ
っ
か
（
四
日
）
」
、
「
や
く
さ
（
八
種
）
」
な
ど
と
い
う
形
を
と
る
。

　
さ
ら
に
十
を
超
え
る
数
に
つ
い
て
は
、
「
と
お
か
・
あ
ま
り
・
み
つ
か
」
（
十
三
日
）
、
「
み
そ
と
せ
・
あ
ま
り
・
な
な
と
せ
」
（
三
十
七

年
）
、
「
よ
そ
じ
・
あ
ま
り
・
み
っ
つ
」
（
四
十
三
個
）
な
ど
の
よ
う
に
、
桁
ご
と
に
接
尾
辞
ま
た
は
助
数
詞
を
繰
り
返
し
て
言
う
方
法
し

か
な
く
、
非
常
に
冗
長
だ
っ
た
。
な
お
「
み
そ
ひ
と
も
じ
（
三
十
一
文
字
）
」
な
ど
の
語
は
、
こ
の
よ
う
な
和
語
系
の
数
詞
本
来
の
体
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
リ

が
崩
れ
た
後
に
、
漢
語
系
数
詞
の
体
系
に
合
わ
せ
て
生
じ
た
も
の
と
さ
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
漢
語
の
数
詞
は
、
「
十
・
三
」
（
一
ω
）
、
「
三
十
・
七
」
（
ω
刈
）
、
「
二
千
・
七
百
・
六
十
・
八
」
（
N
刈
①
。
。
）
な
ど
と
言
う
よ
う

に
単
純
か
つ
体
系
的
で
あ
り
、
「
日
」
、
「
年
」
、
「
個
」
な
ど
の
助
数
詞
は
末
尾
に
、
一
度
つ
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
合
理
性
を
持
ち
、
ま
た
極

小
か
ら
極
大
ま
で
、
あ
る
い
は
分
数
表
現
や
割
合
表
現
、
倍
数
表
現
な
ど
に
つ
い
て
も
整
然
と
し
た
体
系
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、

現
代
日
本
語
で
の
和
語
系
の
数
詞
の
使
用
が
一
～
十
に
限
ら
れ
、
十
一
以
上
は
も
っ
ぱ
ら
漢
語
系
の
数
詞
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
三
－
三
、
和
語
系
の
数
詞

　
現
代
日
本
語
に
お
い
て
は
一
〇
以
下
で
あ
っ
て
も
、
「
み
た
り
」
（
三
人
）
な
ど
の
よ
う
な
表
現
は
ほ
ぼ
消
滅
し
、
「
ひ
と
よ
」
（
一
夜
）

と
い
う
表
現
も
非
常
に
古
風
な
物
言
い
と
感
じ
ら
れ
る
。
時
間
あ
る
い
は
期
間
と
し
て
の
一
日
を
和
語
系
数
詞
で
「
ひ
と
ひ
」
と
呼
ぶ
こ
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と
は
現
代
日
本
語
で
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
漢
語
系
の
「
い
ち
に
ち
」
と
い
う
言
い
方
し
か
行
わ
れ
な
い

と
呼
ぶ
の
は
「
月
立
ち
」
の
音
便
形
で
あ
る
）
。
な
お
、
四
、
七
に
つ
い
て
は
漢
語
の
「
し
」
、
「
し
ち
」

「
な
な
」
が
標
準
に
な
っ
て
い
る
。

（
月
の
第
一
日
目
「
つ
い
た
ち
」

で
は
な
く
、
和
語
の
「
よ
ん
」
、

四
、
言
語
文
化
に
お
け
る
数
詞
「
O
」
、
「
零
」
の
用
法
用
例
に
つ
い
て

　
他
の
漢
字
と
異
な
り
「
○
」
は
新
し
い
字
で
あ
り
、
唐
よ
り
前
に
は
現
れ
な
い
。
後
漢
に
完
成
し
た
九
章
算
術
に
は
「
（
引
き
算
の
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　

同
符
号
は
引
き
、
異
符
号
は
加
え
る
。
正
を
無
入
か
ら
引
い
て
負
と
し
、
負
を
無
入
か
ら
引
い
て
正
と
す
る
」
と
あ
る
。

　
こ
の
「
無
入
」
と
は
0
の
こ
と
で
あ
る
が
、
専
用
の
字
で
は
な
く
、
表
記
に
は
空
白
を
用
い
て
い
た
。

　
唐
の
武
則
天
（
在
位
：
六
九
〇
年
～
七
〇
五
年
）
が
制
定
し
た
則
天
文
字
に
「
○
」
が
現
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
星
」
の
代
替
字
で
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ら
　

0
の
意
味
は
な
か
っ
た
。
な
お
則
天
文
字
に
は
、
こ
の
よ
う
に
楷
書
的
で
は
な
い
形
の
字
が
い
く
つ
か
あ
る
。

　
七
一
八
年
、
太
史
監
（
天
文
台
長
）
の
雪
曇
悉
達
が
九
執
暦
を
漢
訳
し
、
○
を
点
で
記
す
イ
ン
ド
の
数
字
を
導
入
し
た
。
し
か
し
算
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
へ

を
用
い
て
い
た
中
国
の
天
文
学
者
や
数
学
者
は
受
入
れ
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ア
レ

　
ま
た
新
唐
書
（
一
〇
六
〇
年
）
は
三
二
〇
一
お
よ
び
○
を
「
三
千
二
百
一
」
、
「
空
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
空
」
は
仏
教
の
空
と
同

じ
く
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
シ
ュ
三
野
ャ
の
訳
語
で
あ
る
現
在
も
韓
国
語
と
ベ
ト
ナ
ム
語
は
「
空
」
を
「
○
」
の
意
味
に
用
い
る
。
ま

た
江
戸
時
代
の
和
算
家
も
○
を
「
空
（
く
う
）
」
と
呼
ん
で
い
た
。

　
南
宋
時
代
、
察
元
定
（
一
＝
二
五
年
1
＝
九
八
年
）
は
律
呂
新
書
の
中
で
、
＝
八
〇
九
及
び
一
〇
四
九
七
六
を
「
十
一
万
八
千
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

□
九
十
八
」
、
「
劇
甚
万
四
千
九
百
七
十
六
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
「
□
」
は
、
以
前
か
ら
欠
字
を
示
す
の
に
使
わ
れ
て
き
た
記
号
、
虚

欠
字
で
あ
る
（
中
国
語
版
：
三
悪
号
）
。
秦
九
紹
の
数
学
九
章
（
一
二
四
七
年
）
で
は
、
算
木
数
字
で
空
位
お
よ
び
○
に
「
○
」
を
用
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
る
。
こ
の
「
○
」
は
「
□
」
が
変
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
「
○
」
を
借
用
し
た
の
で
は
な
い
。
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リ
り

た
だ
し
、
「
□
」
は
イ
ン
ド
の
数
字
の
ゼ
ロ
に
触
発
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
「
零
」
は
『
説
文
落
字
』
に
も
出
て
い
る
古
い
字
だ

が
、
も
と
も
と
は
小
雨
（
零
雨
）
を
意
味
し
、
あ
と
わ
ず
か
な
量
（
制
裁
、
零
余
）
の
意
味
に
も
な
っ
た
が
、
○
の
意
味
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

ま
た
、
孫
子
算
経
（
四
世
紀
頃
）
で
は
「
零
」
が
余
り
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
李
冶
は
、
測
園
海
鏡
（
一
二
四
八
年
）
の
中
で
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ソ

ニ
四
を
「
一
千
〇
二
十
四
」
、
二
二
二
〇
三
〇
二
を
「
二
百
二
十
二
万
零
三
百
二
二
」
と
書
き
、
「
○
」
と
「
零
」
を
同
一
視
し
て
い
る
。

　
現
在
、
位
取
り
記
数
法
で
は
主
に
「
○
」
を
使
う
。
熟
語
は
必
ず
「
零
」
を
用
い
て
、
「
零
下
」
、
「
零
封
」
と
す
る
。
中
国
語
で
は
百

位
、
千
位
の
一
を
読
む
。
ま
た
、
五
〇
三
は
「
五
百
三
」
で
は
な
く
「
五
百
〇
三
」
と
読
む
。
こ
の
「
○
」
の
挿
入
は
南
宋
以
来
の
習
慣

で
あ
る
。
「
五
百
三
」
と
言
う
と
、
「
五
百
三
十
」
の
省
略
す
な
わ
ち
五
三
〇
の
意
味
に
な
る
。
「
○
」
は
「
と
ん
で
」
の
意
味
な
の
で
、

○
が
続
い
て
も
一
回
だ
け
読
む
。
例
え
ば
五
〇
〇
三
は
「
五
千
〇
三
」
で
あ
り
、
「
五
千
三
」
で
は
な
い
。
な
お
、
春
秋
戦
国
時
代
ま
で

の
中
国
語
で
は
、
各
署
の
間
に
「
と
」
を
意
味
す
る
「
又
」
や
「
有
」
を
挿
入
し
た
。
論
語
で
は
一
五
は
「
十
有
五
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

数
字
を
粒
読
み
す
る
時
は
、
通
常
は
一
を
言
い
替
え
る
。
軍
隊
や
航
空
、
鉄
道
で
は
、
さ
ら
に
特
殊
な
音
が
あ
る
。

五
、
言
語
文
化
に
お
け
る
数
詞
＝
」
の
用
法
用
例
に
つ
い
て

　
「
一
」
「
二
」
コ
一
ご
、
お
よ
び
古
字
の
「
三
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
本
、
二
本
、
三
本
、
四
本
の
指
ま
た
は
棒
を
し
め
し
た
指
事
字
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
「
十
」
「
廿
」
「
計
」
「
冊
」
の
甲
骨
文
字
と
比
べ
る
と
、
横
か
縦
か
の
違
い
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
算
木
の
横
式
と
縦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
い

式
を
記
し
た
も
の
だ
と
も
言
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
な
ら
、
算
木
の
歴
史
は
股
に
ま
で
遡
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
古
い
異
体
字
に
「
弍
」

「
弍
」
「
弍
」
が
あ
る
。
な
お
、
「
弍
」
を
義
符
、
「
貝
」
を
義
符
と
す
る
形
声
字
が
「
武
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
変
化
し
て
「
武
」
に
な
り
、

さ
ら
に
簡
略
し
て
「
弍
」
に
な
っ
た
。

（一

j
「
一
日
千
秋
」
。
一
日
会
わ
な
け
れ
ば
三
秋
（
三
年
）
も
会
わ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
慕
の
情
が
は
な
は
だ
し
く
起
き
る
意
。

　
　
（
中
）
コ
日
三
秋
」
。
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（
二
）
「
一
網
打
尽
」
。
網
を
一
度
打
っ
て
そ
こ
に
い
る
魚
を
全
部
、
す
な
わ
ち
、
目
的
の
も
の
を
一
度
に
、
残
ら
ず
捕
ま
え
る
こ
と
。

　
　
（
中
）
「
一
網
打
壷
」
。

（
三
）
「
一
挙
両
得
」
。
一
つ
の
こ
と
で
二
つ
の
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
。

　
　
（
中
）
コ
挙
両
得
」
。

（
四
）
コ
か
八
か
」
。
結
果
が
ど
う
な
る
か
検
討
も
つ
か
な
い
が
、
運
を
天
に
任
せ
て
思
い
切
っ
て
や
っ
て
み
る
こ
と
。

　
　
（
中
）
「
孤
注
一
郷
」
。

（
五
）
「
一
難
去
っ
て
ま
た
一
難
」
。
災
難
を
切
り
抜
け
て
ほ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
へ
別
の
災
難
が
降
り
か
か
っ
て
く
る
こ
と
。

　
　
（
中
）
「
一
波
未
平
、
一
波
又
起
」
。

（
六
）
「
一
蓮
托
生
」
。
死
後
善
人
は
極
楽
に
蓮
の
花
に
座
る
が
、
私
た
ち
も
死
ん
で
も
一
緒
に
一
つ
の
蓮
の
花
に
座
ろ
う
と
い
う
こ
と
。

　
　
（
中
）
「
一
蓮
託
生
」
。
「
同
甘
共
苦
」
。
コ
朝
天
子
一
朝
臣
」
。

（
七
）
コ
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
。
」
一
年
の
計
画
は
年
の
初
め
の
元
旦
に
立
て
る
べ
き
だ
と
い
う
意
。

　
　
（
中
）
コ
年
之
計
在
干
春
」
。

（
八
）
コ
塵
も
染
ま
ず
香
り
骨
に
到
る
」
。
少
し
も
悪
習
に
染
ま
ら
な
い
、
非
常
に
清
潔
な
こ
と
を
た
と
え
て
い
う
。

　
　
（
中
）
コ
塵
不
染
」
。

（
九
）
コ
文
惜
し
み
の
百
失
い
」
。
僅
か
な
金
銭
を
出
し
惜
し
ん
で
後
で
大
損
を
す
る
こ
と
に
、
気
付
か
な
い
の
意
。

　
　
（
中
）
「
因
小
失
大
」
。

（
十
）
「
一
髪
千
鉤
を
引
く
」
。
一
筋
の
髪
の
毛
で
千
鉤
の
重
さ
の
物
を
引
く
と
い
う
こ
と
か
ら
、
極
め
て
危
険
な
こ
と
を
す
る
た
と
え
。

　
　
（
中
）
「
千
鉤
一
髪
」
。

（
十
一
）
「
男
子
の
一
言
金
鉄
の
如
し
」
。
男
子
の
一
言
は
金
よ
り
勝
る
。



　
　
　
　
（
中
）
「
君
子
一
言
、
駅
馬
難
追
」
。

281
　
　
（
十
二
）
「
人
は
一
代
、
名
は
末
代
」
。
人
間
は
死
後
、
名
前
が
残
る
か
ら
、
恥
知
ら
ず
な
行
い
を
す
る
な
と
い
う
い
ま
し
め
。

　
　
　
　
（
中
）
「
人
生
一
代
、
名
垂
千
古
」
。

　
　
（
十
三
）
「
竜
生
丁
子
」
。
一
匹
の
竜
か
ら
九
通
り
の
子
が
う
ま
れ
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
「
十
人
十
色
」
。

　
　
　
　
（
中
）
コ
竜
生
九
子
、
各
各
有
別
」
。

　
　
（
十
四
）
コ
法
を
立
つ
れ
ば
、
一
号
を
生
ず
」
。
一
つ
の
法
律
を
作
れ
ば
、
一
つ
の
弊
害
が
生
れ
る
と
い
う
こ
と
。
友
人
が
一
人
多
け
れ

　
　
ば
、
そ
れ
だ
け
危
険
も
多
い
。

　
　
　
　
（
中
）
「
多
一
個
朋
友
、
多
一
個
危
険
」
。

　
　
（
十
五
）
「
各
人
頭
上
に
一
個
の
天
」
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
頭
の
上
に
一
つ
点
が
あ
る
。
「
運
は
そ
れ
ぞ
れ
」
と
い
う
中
国
の
こ
と
わ
ざ
。

　
　
　
　
（
中
）
「
各
人
頭
上
、
一
片
天
」
。

　
　
（
十
六
）
「
精
神
一
到
何
事
か
な
ら
ざ
ら
む
」
。
精
神
を
集
中
し
て
物
事
に
当
た
ば
ど
ん
な
難
事
で
も
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。

　
　
　
　
（
中
）
『
朱
子
語
類
』
「
陽
気
発
処
、
金
石
亦
透
、
精
神
一
到
、
何
事
不
成
」
。

　
　
（
十
七
）
「
斗
南
の
一
人
」
。
天
下
第
一
の
人
。
斗
南
は
、
北
斗
星
よ
り
南
の
意
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
中
）
唐
の
秋
仁
傑
が
、
そ
の
賢
を
「
北
斗
以
南
一
人
春
曇
　
」
と
称
せ
ら
れ
た
と
い
う
『
唐
書
－
秋
仁
傑
伝
』
の
故
事
。

　
　
（
十
八
）
「
昔
千
里
も
今
一
里
」
俊
英
も
年
を
と
れ
ば
凡
人
に
劣
る
と
い
う
こ
と
。

　
　
　
　
（
中
）
「
麟
麟
千
里
、
老
後
却
不
如
鷺
馬
一
里
」
。

　
　
（
十
九
）
コ
言
以
っ
て
こ
れ
を
蔽
う
」
。
た
っ
た
一
言
で
全
体
の
意
味
を
言
い
尽
く
す
。

　
　
　
　
（
中
）
『
論
語
」
為
政
篇
』
「
詩
三
百
、
一
言
以
蔽
之
、
日
、
思
無
邪
」
。

　
　
（
二
十
）
コ
将
功
成
り
、
万
骨
懸
る
」
。
一
人
の
将
軍
が
輝
か
し
い
功
名
を
立
て
た
陰
に
は
、
戦
場
に
屍
を
晒
す
多
く
の
兵
士
の
犠
牲
が
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あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
功
名
を
徒
に
指
導
者
だ
け
の
も
の
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
（
中
）
＝
将
功
成
、
万
骨
枯
」
。

（
二
十
一
）
コ
寸
の
光
陰
軽
ん
ず
べ
か
ら
ず
」
。
僅
か
な
時
間
も
無
駄
に
し
て
は
い
け
な
い
。

　
　
（
中
）
「
一
寸
光
陰
不
可
軽
」
。

（
二
十
二
）
「
乾
坤
一
郷
」
。
全
唐
詩
劉
邦
運
命
を
懸
け
て
乗
る
か
、
反
る
か
の
勝
負
を
す
る
こ
と
。

　
　
（
中
）
『
全
唐
詩
－
劉
邦
』
「
乾
坤
一
榔
」
。
「
孤
注
一
榔
」
。

（
二
十
三
）
コ
字
千
金
」
。
詩
文
の
表
現
や
筆
跡
な
ど
を
尊
重
し
て
言
う
言
葉
で
、
一
文
字
だ
け
で
千
金
も
の
価
値
が
あ
る
こ
と
。

　
　
（
中
）
『
史
記
－
呂
不
章
伝
』
「
一
字
千
金
」
。
呂
不
章
が
「
呂
氏
春
秋
」
を
編
集
し
た
時
、
一
字
で
も
添
削
出
来
た
者
に
は
千
金
を
与

　
　
　
　
え
よ
う
と
い
っ
た
。

六
、
む
す
び

　
日
本
の
数
詞
に
は
、
二
種
類
あ
り
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
「
い
ち
、
に
、
さ
ん
、
し
、
…
」
の
数
詞
と
、
日
本
で
生
ま
れ
た
「
ひ

と
つ
、
ふ
た
つ
、
み
っ
つ
、
よ
っ
つ
、
い
つ
つ
、
む
っ
つ
、
な
な
つ
、
や
っ
つ
、
こ
こ
の
つ
、
と
お
」
が
あ
る
。

　
こ
の
日
本
数
詞
は
日
本
古
来
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
日
本
語
の
ル
ー
ツ
は
分
か
ら
な
い
が
、
日
本
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
と
い
っ

た
漢
字
文
化
圏
の
数
の
数
え
方
は
中
国
か
ら
の
影
響
が
強
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
生
活
の
中
に
は
、
数
は
不
可
欠
の
も
の
で
、
文
化
を
伝
え
る
う
え
で
も
、
比
較
す
る
道
具
と
し
て
使
い
、
経
済
動
向
を
示
す
の
に
も
使

い
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
数
字
に
出
会
う
。
い
つ
ま
で
も
数
字
を
有
意
義
に
使
用
し
て
い
き
た
い
。

　
次
に
、
事
典
の
中
で
、
「
一
～
十
」
ま
で
の
数
字
を
使
っ
た
言
語
の
数
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
図
の
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
語
の
中

で
は
一
番
、
コ
」
の
数
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
日
本
人
の
初
物
好
き
が
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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る

。本
　　　稿

　　　で

　　　は

　　　　N

紙
面
の
関
係
で
、
数
詞
の
内
の
「
零
」
と
コ
」
に
つ
い
て
、
考
察
し
た
が
、

次
回
は
そ
の
他
の
数
詞
に
つ
い
て
考
察
す

　
　
　
　
　
　
（
文
化
女
子
大
学
准
教
授
）
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十九八七六五四三ニー

朝
倉
摩
理
子
著
、
『
驚
く
ほ
ど
身
に
つ
く
中
国
語
』
、
高
橋
書
店
、
一
九
九
九
年
。

王
紅
旗
著
、
「
中
国
伝
統
文
化
叢
書
「
数
字
」
』
、
中
国
対
外
翻
訳
出
版
会
社
、
二
〇
〇
二
年
。

亀
井
孝
、
『
数
詞
言
語
学
大
辞
典
』
六
、
東
京
三
省
堂
、
一
九
九
五
年
。

王
青
翔
著
、
『
算
術
を
超
え
た
男
」
、
東
洋
書
店
、
一
九
九
九
年
。

王
青
翔
著
、
「
算
術
を
超
え
た
男
」
、
東
洋
書
店
、
一
九
九
九
年
。

銭
宝
禧
著
、
『
中
国
数
学
史
」
、
北
京
科
学
出
版
社
、
一
九
六
四
年
。

欧
陽
修
著
、
『
新
唐
書
』
志
第
二
十
上
暦
六
上
、
一
〇
六
〇
年
。

察
元
定
編
纂
、
南
宋
『
律
呂
新
書
一
』
、
十
二
律
之
實
第
四
、
＝
九
八
年
。

銭
宝
福
編
纂
、
「
中
国
数
学
史
」
、
北
京
科
学
出
版
社
、
一
九
六
四
年
。

王
青
翔
著
、
『
算
術
を
超
え
た
男
」
、
東
京
東
洋
書
店
、
一
九
九
九
年
。

戴
震
編
纂
、
『
孫
子
算
経
』
、
西
暦
四
〇
〇
年
。

王
青
翔
著
、
『
算
術
を
超
え
た
男
』
、
東
京
東
洋
書
店
、
一
九
九
九
年
。

白
川
静
編
纂
、
『
字
統
』
新
装
普
及
版
、
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
。

参
考
文
献

李
敏
生
「
漢
字
哲
学
初
探
』
、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

催
希
亮
『
中
国
人
文
世
界
与
熟
語
漢
語
』
、
北
京
語
言
文
化
大
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

居
閲
時
『
中
国
象
徴
文
化
」
、
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。

万
建
中
『
禁
忌
与
中
国
文
化
』
、
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。

郡
敬
史
『
文
化
語
言
学
中
国
潮
』
、
語
文
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。

曲
彦
斌
『
民
俗
語
言
文
庫
l
l
神
秘
数
』
、
河
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年

王
暁
膨
孟
子
敏
『
数
字
里
的
中
国
文
化
」
、
団
結
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

張
宇
平
姜
艶
薄
干
年
湖
『
現
代
文
化
語
彙
叢
書
－
委
娩
語
』
、
北
京
語
言
文
化
大
学
出
版
社
、

劉
中
富
『
現
代
文
化
語
彙
叢
書
－
秘
密
語
」
、
新
華
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。

宋
業
謹
『
現
代
文
化
語
彙
叢
書
－
1
吉
祥
語
』
、
新
華
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。

二
〇
〇
〇
年
。
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十
一
　
張
美
霞
『
説
字
釈
詞
談
文
化
』
、
北
京
語
言
文
化
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

十
二
　
こ
と
わ
ざ
出
典
一
覧

・
『
易
経
』
中
国
春
秋
時
代
。
文
王
。
周
公
。
占
書
。

・
『
潅
南
子
』
中
国
前
漢
時
代
。
潅
南
王
劉
安
作
。
文
化
百
般
に
わ
た
る
諸
説
を
集
め
た
も
の
。

・
『
漢
書
』
中
国
後
漢
時
代
。
班
固
、
班
昭
作
。
『
史
記
』
に
習
っ
た
前
漢
の
歴
史
書
。

・
「
毛
吹
草
』
江
戸
時
代
の
俳
譜
書
。
松
江
重
編
。

・
『
源
平
盛
衰
記
」
鎌
倉
時
代
。
二
条
天
皇
時
代
か
ら
安
徳
天
皇
時
代
ま
で
の
源
氏
と
平
家
の
争
乱
が
描
か
れ
て
い
る
。

・
『
左
伝
』
中
国
春
秋
時
代
。
砂
丘
明
作
。
「
春
秋
」
史
書
の
史
実
を
補
い
、
解
説
。

・
『
史
記
』
中
国
前
漢
時
代
。
司
馬
是
正
。
太
古
か
ら
前
漢
の
武
帝
に
到
る
ま
で
の
優
れ
た
人
達
の
業
績
を
纏
め
た
歴
史
書
。

・
『
詩
経
』
中
国
周
代
。
段
か
ら
春
秋
時
代
に
作
ら
れ
た
詩
集
。
中
国
最
古
の
詩
集
。


